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話者 :和田正平（国立民族学博物館　名誉教授）
話題 :【特別展「ウメサオ タダオ展」関連】
 『サバンナの記録』（梅棹忠夫 1965）のフィールドから
 本格化した日本のアフリカ研究
場所 :特別展示館

話者 :端信行（国立民族学博物館　名誉教授 )
話題 :【特別展「ウメサオ タダオ展」関連】
 文化行政から文化政策へ
 ―ウメサオタダオ展にちなんで―
場所 :特別展示館

話者 :杉本尚次（国立民族学博物館　名誉教授）
話題 :【特別展「ウメサオ タダオ展」関連】
 民博の日本民家展示（模型）と梅棹先生
場所 :本館展示場

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分
●阪急茨木市駅･ＪＲ茨木駅･北大阪急行千里中央駅からバスで「日本庭園前」下車、徒歩約15分（茨木
方面からは、もっとも近い「自然文化園･日本庭園中央」バス停で下車できるバスが1時間に1本程度あ
ります。詳しくは阪急バスにお問い合わせください）。

●自家用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある民
博専用通行口をお通りください。
●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

  　     みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

編集後記　
　津波で壊滅した街や生活の映像にことばをうしなう。
本誌をお読みいただけるかどうかわからない読者の方々
も多い。犠牲になられた方々とご遺族の皆様、被災され
た方 、々なかでも弱い立場の方々に、お悔やみとお見舞
いを慎んで申し上げる。
　今、何ができるのか、今後どうすべきか、わたしも含め、
幸運なことに被災を免れた人びとが、それぞれに考え行
動に結びつけたい。想定外ということばが使われなくな
る日が来ることを願って。（久保正敏）

東北地方太平洋沖地震で被災された皆さまへ
平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により
被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、被
災地救援に全力を尽くされている関係者の方々に深く感
謝申し上げます。被災者の方々がこれからの生活に希望の
持てる適切な支援を早急に実行されることを期待します。
この未曾有の災害に対し、国立民族学博物館として可能
な限りの協力・支援を行うよう努めてまいります。
（国立民族学博物館長　須藤健一）
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特典◆本館展示の無料入館◆特別展示の観覧料割引
◆みんぱくミュージアム・ショップとレストランの10％割引
◆万博記念公園内および周辺施設での利用割引　など。
詳細については、財団法人千里文化財団までお問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）

1年間みんぱくに何度でも入館できる
「みんぱくフリーパス（3,000円）」をご利用ください。
本館展示は何度でも無料で入館できます。他にも、みんぱくを楽しむための特典がいっぱいです。

みんぱくウィークエンド・サロン

研究者と話そう4月

話者 :藤井知昭（国立民族学博物館　名誉教授）
話題 :【特別展「ウメサオ タダオ展」関連】
 アフガニスタンのフィールドワーク回想
 ―梅棹先生との出会いの思い出とともに―
場所 :特別展示館

3日
（日曜日）

10日
（日曜日）

17日
（日曜日）

24日
（日曜日）

次号の予告
 特集

あたらしくなったアメリカ展示（仮）

■時間　14時 30分から 15時 30分
■展示観覧料が必要です。
※都合により、予定を変更することがあります。

●表紙：「人の群れ方、三々五々」（大阪城にて、撮影・土田ヒロミ）

国立民族学博物館（みんぱく）の研究者が来館された皆様の前に登場します！
「研究について」「調査している地域（国）の最新情報」「展示資料について」
などなど、話題や内容は千差万別！
どんどん質問もおよせください。展示場でお待ちしております。

※特別展開催中のウィークエンド・サロンでは１３回にわたりみんぱくの名誉
教授が初代館長・梅棹忠夫についてお話しします。
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